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「やっぱり、焦点が合ったという時があるも
わですよ。j
「そうですね、神の声というんですか…J
「神の声じゃなくて、自分のやりたいことが
顧客の求めていることに焦点が合うっていう
ことが、人生の中で1回はあるものです。j
このような会話を、先日、名古屋への出張の
折りに車中で聞いた。どうも商売をしている人
らしい2人の話で、あって、こちらが聞こうとも
思わなくとも、大きな声なので、つい聞いてし
まったのだが、そこから私自身のこれまで、の仕
事を思い起こしても、「確かに、その通りだな
あj と思い当たるふしもある。
私にとって、自分がやってきたことと学校の
先生方が求めていることの焦点がぴったり合
ったと思うのは、 1990年代後半から総合的
な学習における評価法として関心が高まりつ
つあったポートフォリオであろう。
1 996年、当時は、福井大学にいたのだが、
現職教員として入学してきた大学院生がr2 1 
世紀の教育を見据えたような研究をしたいJと
言っていたけれども 内心「ほんまかいな、そ
んなん分かつたら、誰も苦労せんけど・一Jと思
っていた。そして、翌年春、この院生が大学院
2回生として勤務先の学校に戻って、「生活科
の教育的効果jというテーマで、修士論文に取り
組もうということになったが、その方法論が定
まらない。アンケートでとも思ったが、学級で
1 0名に満たない子どもを前にしてアンケー
トをするというのも、直接聞くことも労力もた
いしでかからないことを考えてみれば、おかし
な話である。
そんな時、研究室で購入していた雑誌『エジ
ュケーショナル・リーダーシップ~ (アメリカ
の教育団体Associationfor Supervision and 
Curriculum Development [A S C DJの機関
誌)で教師用ポートフォリオ(Teacher
Portfolios)と題するビデオが出ていることを
知った。ポートフォリオについては、それまで
もこの雑誌等において何度か実践の模様が掲
載されていて、「子どもの学んだものを収集す
るものだなあJというぐらいのことは知ってい
た。しかし、文字で書かれているだけだから、
具体的にイメージできない。だから、ポートフ
ォリオで生活科の教育的効果を評価できるか
もしれないと思ったこともあったが、その方針
でやれるという自信がなかった。
ところが、この雑誌の広告を見て、ビデオで
見れば、ひょっとしたらポートフォリオで生活
科の教育的効果を評価する方法も具体的に分
かるかもしれないと思って、早速電話で注文し
た。もちろん、現地時間に合わせて深夜にたど
たどしい四苦八苦の英語で何とか注文をして、
10日後ぐらいにビデオが届いた。
ビデオは教育実習生用ポートフォリオと現
職教員向けのポートフォリオの 2本である。
ニュージャージー州で行われている現職教員
向けのポートフォリオのビデオを見て、「これ
なら原理は簡単だから、できるJと確信した。
そして、今度は意識的にアメリカのポートフオ
リオの理論や実践を雑誌で、読み直すと、これま
で何気なく読んでいた(見ていたに近し、かもし
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れなし、)内容が相互に結びつき、生活科の教育
効果というテーマについて何をどう方向付け
るべきかということも明らかlこなってきた。
と同時に、インターネットで関係図書を次々
と購入して、読破していった。そして、そこで
学んだ成果を 6月頃から現職院生に伝えて、
少しずつ教師用ポートフォリオの取り組みを
始めた。とは言え、 6月や7月は、まだ手探り
状態で、あって、 2学期の実践のプラニングを互
いに相談して行う段階で、あった。アメリカのポ
ートフォリオの理論と実践をまとめるだけな
ら簡単である。しかし、私は、現職大学院生が
設定した修士論文のテーマに対して何らかの
助言や支援をしなければならない。したがって、
アメリカの成果を踏まえながらも、日本の普通
の学校でポー トフォリオの考え方をいかに取
り込むのかということをということを至上命
題にして動かなければならなかった。
そして、 9月から 11月始めまでこの学校に
少なくとも週に最低 2回は車で、通って、教師
用ポートフォリオを使った生活科実践におけ
る教育効果を確かめた。授業研究の方法論とし
ては、一般的に行われているように仮説を立て
て、実践をして、検証するというのではなく、
授業の結果生まれた子どもの学びを見て、次な
る授業の在り方を考えるとし、う方法である。つ
まり、私が教育実践を見て、子どもの学びの実
際をノートやシートや絵や発言などから集め
て、授業後に先生に「この子どもは、先生の指
示では、動いてません。何とかできませんかJ
と言って、 教師自身の創意工夫を促したり、
「似た問題はアメリカでもあったと思うので、
後ほど、メールかファックスで対処法を送りま
すjと言って帰って、研究室から具体的な指示
を出すのである。この意味で、このポートフオ
リオ実践は、教師と研究者との協働作業であっ
た。
とは言え、現職教員にあれこれ言ってやって
もらうのは正直言ってもどかしい。私自身がア
メリカのポートフォリオ実践に学び、わが国の
実践水準を見据えて、あれこれ先生方に言って
も、 5つのうち2っか3つ理解してやってもら !? 
えるかどうかであろう。それで、 1997年度後 !1・
期の大学学部で担当する自分の授業で班ポー ; 
トフォリオの実践を行った。他人にやってもら :: 
うより、自分がやるほうが早いということもあ ;f 
ったが、 他人にあれこれ言うだけで¥実際には !
自分はできないというのも何か後ろめたい思 j
し、もあったからである。以後、私の大学での授i
業アイディアも小・中・高と校種は違っても結 !
構通用することがあることが分かつてきた。良i
し、実践法は、年齢をも超えるのである。
その過程でポートフォリオの本質が“自己評 i
価"にあることも分かつてきた。教師用ポート e
フォリオは、直接的には子どもの学びの成果を!
長期的に収集して、言語やビジュアルや行動な :
どの多面的な学びを教師や子ども自身や他の ;
子どもや保護者などから多角的に評価するだ:
けでなく次なる学びを方向付けるのであるが、 '
他方では、教師自身の力量形成を図って授業改i
善にも生かすべきものであることも分かつて :
きた。
そして、 1998年に日本カリキュラム学会で!
私の大学におけるポートフォリオ実践を発表!
したところ、加藤幸次先生から二人で『総合学!
習のためのポートフォリオ評価J](繋明書房)
という本を出さなし、かという誘いがあり、先の :
現職院生の勤務校で当時注目され始めていた:
総合的な学習を全校的に(と言っても、教員は!
管理職を含めて 7名、児童は40数名で、あった
が)ポートフォリオを使った実践を行う予定で;
もあったので、その結果が出るのを待っていた
だいて、翌年末の出版にこぎつけた。
幸いにも、この図書やその後に出版した数冊・
の図書もポートフォリオを使った実践として
は学校の先生方の支持を受けて、比較的好意的，
に迎えてもらえたのではなし、かと思う。私のや
ってきた仕事と学校の先生が求めることと「焦
点が合ったJということである。
以上のように、私がポートフォリオに出会う
ことになったのは自ら大方針を立てて、突き
進んでいった結果ではなく、学校の先生の切実
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均二 な必要性に触れ、それをヒントに私のできるこ
，、でとをしてきたにすぎない。
、そ ・
私は、 2004年 4月から奈良教育大学に職場
を移して、教育方法学、特にカリキュラム研究
を中心に仕事を行っている。生まれ育った大阪
か を離れて福井に行き、 23年ぶ引こ戻ってきた
叱 近畿圏である。やや浦島太郎状態かもしれない
、
氏 と思いつつ、これまでの仕事をどのように生か
すべきかということも念頭に入れて、新しい試
みに取り組もうと思っている。
思い起こしてみれば、私が初めて評価に関わ
1 るようになったのは、大阪市立大学大学院の指
ト導教官で、あった佐藤三郎先生のお陰で州立ジ
ョージア大学(米国)に留学でき、その際にE.
P.トーランス先生の下で研究助手として創造
ャ 性テストの標準化の仕事をしたことに始まる
シ のである。本学大学院の後期博士課程を 1年間
; 休学して、アメリカで仕事をして、学んだこと
」 からである。佐藤先生からアメリカのカリキュ
ラム論の基礎・基本を教えてもらったこととと
もに、創造性テス トについて学んだことが有形
無形の形で今の仕事にも役立つているように
思える。
今年3月、前述のASCDのビデオで紹介さ
れているアルバーノ大学に出張し、学生の自己
評価を軸に展開している教育実践の実情調査
や資料収集にあたった。すでに福井大学教育学
部(その後、教育地域科学部に改組)にいた頃
から教育実習生のポー トフォリオ実践を個人
的にも学部全体としても行ってきたが、現職前
教育にもこれから一層取り組みたいと思って
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また、最近では、文部科学省の学力テストや
学校のテストが蔓延し、その弊害も問題になり
つつあるが、総合的な学習だけでなく教科学習
においてもペーパーテストで計れる量的評価
だけでなくポートフォリオに代表される子ど
もの学びの質的評価の在り方についてもさら
に研究を深めたい。院生時代、佐藤先生やトー
ランス先生から学んだ事柄を今どれだけ自分
の中で熟成・発展させたのかというと何とも心
許ない。特にトーランス先生には、亡くなられ
る3ヶ月前、アメリカの病院にお見舞いに行っ
た折り、私を見て何か悲しげな顔をしておられ
るように感じて、自分は学恩を受けたにもかか
わらず、何ほどのことができたかという思いが
してならない。そのような思いともどこかで繋
がりながら、結果的に40代初めにまとめたア
メリカの同心円的拡大のカリキュラム論を踏
まえてわが国のカリキュラム論の再検討に至
れば…とし、う期待もある。
私の仕事にとって究極のゴーノレは、教師が子
どもの学びを評価して、評定を下すというより
むしろ教師が手助けしながら子ども自身が学
び¥自ら評価をすることである。私がこれまで
もこれからも一緒に協働的な仕事をする場所
は、普通の先生が普通の子どもを教える普通の
学校である。そのような中で教育の研究実践を
重ねながら、そこから理論化して、学校の先生
方の教育実践について何かお役に立てれば、こ
れにすぎる幸せはないと思う。
